
※機能の要件の有無記入の仕方 ○…有（オプション対応含む）、×…無 資料２

№ 機能区分 機能要件 機能の有無

1 ライセンス クライアントユーザー（利用者）として30人以上登録できること。また追加登録ができること。

2 ファイル容量
サーバーに保存できるファイル合計容量は５GB以上とすること。また、必要に応じ、データ容量の追加
に対応できること。

3 ユーザーごとにID及びパスワードを設定でき、利用者が自由に変更できること。
4 ユーザーをグループに分けて管理できること。また、複数のグループにユーザー登録できること。
5 専用アプリの場合、許可した端末以外から接続できないよう、アクセス制御できること。
6 グループに所属するメンバーについて追加や変更等の編集ができること。

7
管理者がユーザー及びグループごとにファイルやフォルダに対して、閲覧等（※）の権限設定ができる
こと。※印刷、保存、登録、削除、差し替え、移動、フォルダ複製、編集、公開期間等

8
Web管理画面から、管理者において、簡単な操作でファイルの登録、アップロード、削除、差し替え等
ができること。

9 PDF形式のファイルがアップロードできること。
10 端末で表示される文字は、アップロードした元のファイルと同様に鮮明であること。
11 ファイルをパソコンからクラウドサーバーにアップロードできること。
12 ファイルの差替えや削除が可能であること。
13 複数のファイルを同時にアップロード、削除が可能であること。
14 ファイルを階層構造で保存、管理できること。
15 システム上から削除したファイルは、端末上からも自動的に削除されること。
16 公開期間が過ぎたファイルは、端末から自動的に閲覧できなくなること。

17
アプリでは、Microsoft Officeが端末内にインストールされていない場合でもWord、Excel、PowerPoint
などのOffice文書をiOS、androidOS端末で閲覧できること。

18
会議の作成と同時に、参加者に対して任意のメッセージをメール配信することができること。また、本
文の内容はアプリからも閲覧ができ、WEB会議用URLのハイパーリンクを記載できること。

19
アプリのすべての種類の画面同期において、会議の発表者と参加者どちらの状態でも現在画面同期に参
加しているユーザーの一覧をリアルタイムで確認できること。

20
管理者サイトでは、フォルダーや資料の登録画面とは別に、アプリのカレンダーに表示される会議を設
定するための専用画面が用意されていること。

21
会議のカレンダーを作成する際、既に登録済の資料のうちから各フォルダーを横断し必要な資料だけを
選んで会議を作成することができること。

22
過去に作成した会議情報は、意図的に削除しない限りカレンダーに表示され続け、参加者はいつでも資
料を見返すことができること。

23
会議事務局は事前に議案を登録することができる。参加者は登録された議案に対して賛成・反対・棄権
の意思表示をすることができること。

24
会議事務局は議案登録にあたり、事前に議長を決定することができる。議長として定められたユーザー
は、議案の採決を行うことができること。

25 会議事務局は、採決の結果をCSVデータで一括出力ができること。
26 フォルダ数、フォルダ移動は業務実態に即し構築（移動、削除、追加等）や変更ができること。
27 ファイルを登録後も、設定したフォルダから別のフォルダへ移動できること。
28 ページ数の多いファイルでも短時間で表示できること。
29 サムネイルによるページの一覧表示ができること。
30 PDFに設定された目次を表示できること。また、目次を利用してページ移動ができること。
31 同一画面上に異なるファイルを同一の大きさで横並びに表示して比較することができること。

32 検索機能
任意のキーワードで、閲覧権限のある全ての登録文書ファイル（文書名だけでなく文書内容も含む）を
対象に横断的な検索ができること。
なお、スキャン等により取り込み、文書ファイルとして認識されないものは除く。

33 手書きメモを書き込み、削除できること。
34 ファイルの差替え時にも記入済みのメモ情報を引き継ぐことができること。
35 メモを保存しても、システム全体のファイル保存できる容量が減らないこと。
36 文章の修正や差し替えがあっても、各種メモの情報を引き継ぐことができること。
37 しおり機能等のブックマーク機能があること。
38 採決ができること。操作が容易であること。採決に適した投票ボタンが表示されること。

39
採決結果は、議員ごとの賛否一覧がリアルタイムに議場で表示できること。また、CVS等のファイル形
式で利用できること。

40 議場の工事等は不要であること。
41 会議進行者の画面と同期するかを、会議参加者が任意に切替え可能であること。
42 会議中継（システム）と容易に連携できること。
43 会議参加者を管理者が設定できること。

44
OS（Windows/iPad/Android OS)ごとに専用のアプリケーションがあり、混在環境下でも会議参加ユー
ザーの画面の同期ができること。

45 上記アプリでは利用OSごとにユーザーインターフェースに差がないこと。
46 システムの安定稼働のための設備対策（電源、空調、定期メンテナンス等）がされていること。
47 障害時のバックアップからの復旧手順が明確化されていること。
48 端末紛失時における情報漏えい防止対策が講じられていること。
49 各種ログを収集、保管、解析が可能なこと。
50 登録ファイル及び通信が暗号化されていること。
51 非公開ファイルがインターネット上に流出することがないようにセキュリティ対策が講じられているこ

52
サーバーがウィルス感染するなどアクセスすることが危険な場合、二次感染を防ぐための体制が構築さ
れていること。

53 システム管理者向けに操作説明会を実施し、定着を図っていること。
54 利用者向けに操作説明会を実施し、定着を図っていること。
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